
２０２５(Ｒ７)年 9 月 13 日（土）青梅の森 

○参加者    １班：HT 班長 3 名 2 班：NA 班長 5 名  合計 8名                                           

○活動場所 青梅の森  D4-3 霞川源流域左岸斜面  

○活動時間 ９時 ～11 時 30 分  天候 雨のち曇り 24℃ 

○活動概要 ７月に整備を実施した D4-3 エリアで処理が残っていたかかり木を１班が担当した。 

アラカシに寄り掛かっていたコナラの大枝の除去を２班は担当した。 

１班の対象のかかり木は、枯損木のコナラが同じく広葉樹の股にかかった状態で根元に落ちて直立

していた。種々の方法を検討したが、直立した対象木を根本から１mのところで動力を利用して切

断した。また周囲を入念に整備し、無事股からはずし地上に横たえることができた。 

２班は大枝が寄り掛かっていたアラカシを手鋸にて切断して大枝を下ろすことにした。その際大枝

が動くことを防止するためロープで固定した。アラカシが途中で裂けることがあったが無事に事故

なく横にすることができた。玉切りを行い、遊歩道の整備に活用した。 

○次回引継 D4-3 上流部には枯損木はまだ残っている。引き続き作業を行う必要がある。	

〇作業エリアと活動 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動エリア 面積 [㎡] 活動 担当班 人数 

D4-3 150 かかり木対処の作業道整備と根元切断 1 3 

D4-3 200 鋸による徐伐と玉切りおよび遊歩道整備 2 5 

合 計 350   8 

樹径(cm) 樹高(m) 樹種 本数 作業 主道具 備考 

40 20 コナラ(枯損木) 1 元切り 動力  

30 13 アラカシ 1 伐倒、玉切り 手工具  

25 18 コナラ(大枝) 1 玉切り 手工具  

(注) 樹径、樹高は計測   樹径 10cm 以下はカウント対象外 

根元切り作業 (1 班) 

2 班 枯損⽊伐倒 

⽟切りした材の運搬作業(2 班) 下ろした⼤枝の⽟切り作業 (2 班) 

作業対象のかかり⽊(1 班) 

２班︓作業道整備、徐伐、 

かかり⽊が倒れた状態(1 班) 

作業前の⼤枝と伐倒対象⽊の状況 (２班) 

1 班 枯損⽊伐倒 

遊歩道整備作業(2 班) 


